
令和５年９月 1 4 日
警 察 庁 交 通 局

令和５年秋の全国交通安全運動の実施について

１ 実施期間
９月21日(木)から同月30日(土)までの10日間

２ 主催
内閣府･警察庁等10府省庁、都道府県、市区町村、関係13団体

３ 運動重点
○ こどもと高齢者を始めとする歩行者の安全の確保
○ 夕暮れ時と夜間の交通事故防止及び飲酒運転等の根絶
○ 自転車等のヘルメット着用と交通ルール遵守の徹底

４ 運動重点に関連する交通事故の特徴等
⑴ 「こどもと高齢者を始めとする歩行者の安全の確保」関係
○ 年末にかけて歩行中死者数・構成率ともに増加
○ 日の入り後１時間は、自動車対横断中歩行者の死亡事故が増加
・ 10月～12月は７月～９月と比較して2.2倍増加
・ 高齢者が死亡する事故が９割以上を占める

○ 日の入り後１時間は、自転車対歩行者の死亡・重傷事故が増加
・ 10月～12月は７月～９月と比較して2.8倍増加
・ 高齢者が死亡する事故が７割以上を占める

⑵ 「夕暮れ時と夜間の交通事故防止及び飲酒運転等の根絶」関係
○ 10月～12月は７月～９月と比較して交通死亡事故が増加し、特に夕
暮れ時と夜間はそれぞれ1.8倍増加

○ 飲酒死亡・重傷事故は近年減少傾向であるも、令和５年７月末時点
では対前年比で増加

○ 飲酒死亡・重傷事故は年末にかけて増加傾向
・ 特に「飲食」目的の事故が増加

⑶ 「自転車等のヘルメット着用と交通ルール遵守の徹底」関係
○ 令和５年７月の一斉調査結果では、自転車乗車用ヘルメットの着用
率は13.5％と、前回調査時に比べ9.5ポイント上昇
・ 「駐輪場が整備された駅周辺」の方が「商店街又はいわゆるショ
ッピングセンターなどの周辺」に比べて大きく上昇

５ 警察における重点的取組
○ 反射材等の視覚効果や使用方法等について周知するなど、歩行者の安
全確保に向けた取組を強化

○ 早めのライト点灯やハイビームの活用等に関する広報啓発を推進する
とともに、地域・職域における飲酒運転根絶への取組を強化

○ 自転車を対象とした一斉指導取締りの実施と自転車の安全利用を促進
するための広報啓発の推進



○ トピックス 「夕暮れ時と夜間の交通事故防止」

ハイビームの活用
前照灯は、交通量の多い市街地などを通行しているときを除き、ハイビームにして、歩行者などを少しでも
早く発見するようにしましょう。

速度６０㎞/ｈで走行し、障害物の手前で停止できるか実験したところ、ハイビームで走行した被験者は全員が障害物の手前で停止できま
したが、同じ被験者がロービームで走行したところ、全員が障害物に衝突しました。前

照
灯
の
切
り
替
え
に
よ
る
実
験
結
果

ハイビーム
（走行用前照灯）

ロービーム
（すれ違い用前照灯）



○ トピックス 「夕暮れ時と夜間の交通事故防止」

反射材の活用
夜間歩くときは、運転者から見えやすいように、明るい目立つ色の衣類を着用したり、靴、衣類、カバン、
つえなどに反射材を付けたりするようにしましょう。

ハイビーム、ロービームそれぞれで走行し、「反射材あり」、「明るい服」、「暗い服」を着た被験者を、どの位手前で発見できるか
実験したところ、「反射材あり」と「暗い服」ではハイビームで100m以上、ロービームで50m以上の差がありました。反

射
材
や
服
装
の
色
に
関
す
る
実
験
結
果
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○ 月別・状態別死者数の状況

月別状態別死者数・構成率の推移
【平成30年～令和４年合計】

（注）・ 本資料は、令和５年８月10日までに入手したデータにより作成したものである。以下同じ。
・ 構成率は全死者数に占める割合である。
・ 数値は単位未満で四捨五入してあるため、合計等が内訳の数値と一致しない場合がある。以下同じ。
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○ 歩行者事故の状況

（注）・自動車対横断中歩行者事故において歩行者（第１・第２当事者）が死亡した件数を計上。

自動車対横断中歩行者事故における
歩行者死亡事故件数

【平成30年～令和４年合計】

2

（件）

約2.2倍

日の入り前１時間 日の入り後１時間

35件 38件

116件

254件

【参考】

（注）・算出に用いた人口は、総務省統計資料「人口推計」（各年10月１日現在人口（補間補正を行っていないもの。
ただし、国勢調査実施年は国勢調査人口（不詳補完値）による。））による。

H30 R1 R2 R3 R4
65歳以上の人口（千人） 35,580 35,884 36,027 36,213 36,236
全人口に占める割合 28.1% 28.4% 28.6% 28.9% 29.0%
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自転車対歩行者事故における
歩行者死亡・重傷事故件数
【平成30年～令和４年合計】

（件）

日の入り前１時間 日の入り後１時間

25件
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79件

28件

約2.8倍
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○ 夕暮れ時と夜間の交通死亡事故の状況

（注） ・ ここでいう「夕暮れ時」とは、日の入り時刻の前後１時間をいう（日の入り時刻は、各日の各都道府県の都道府県庁所在地（北海道は各方面本部所在地
を含む。）の国立天文台天文情報センター暦計算室の計算による日の入り時刻による。）。以下同じ。

・ ここでいう「夜間」とは、日の入り１時間後から日の出までをいう（「夕暮れ時」とは重複しない。）。

月別交通死亡事故件数（全時間帯）
【平成30年～令和４年合計】

月別交通死亡事故件数（夕暮れ時）
【平成30年～令和４年合計】

【７～９月】 【10～12月】
計 3,483件 計 4,424件約1.3倍

（件）

（件）

3

計14,499件

計1,843件

【７～９月】 【10～12月】
計 382件 計 687件約1.8倍

月別交通死亡事故件数（夜間）
【平成30年～令和４年合計】
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○ 飲酒運転事故の状況

（件）

計2,528件

（注） ・第１当事者が原付以上の件数である。
・「飲酒死亡・重傷事故」とは、第１当事者の飲酒状況が酒酔い、酒気帯び、基準以下、検知不能のいずれかに該当する場合の死亡・重傷事故をいう。
・通行目的は、その目的を果たして帰る途中（復路）であっても、他に目的がない場合は往路の目的となる。
・令和５年の重傷事故件数は暫定値である。

月別・通行目的別飲酒死亡・重傷事故件数
【平成30年～令和４年合計】

4

飲酒死亡・重傷事故件数の推移

238

135

227

123

201

97

213

104

204

90

198

89

176

91

159

78

152

72
120

55 61

514

247

475

235

444

196

420

191

418

204

399

194

409

185

353

181

288

148

274

125
148

0

100

200

300

400

500

600

700

800

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R2 R3 R4 R5

死亡事故 重傷事故

（件）

12月末

6月末

752

702

645
633

622
597

585

512

440

394382
358

293 295 294
283 276

259

220

180
209



○ 自転車乗車用ヘルメットの着用状況（一斉調査結果）
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＊調査場所
・調査場所①：駐輪場が整備された駅周辺
・調査場所②：商店街又はいわゆるショッピングセンターなどの周辺

＊調査時間
・調査場所①：午前7時30分～午前8時30分
・調査場所②：午後3時～午後4時

＊調査対象・調査者
通行する自転車の運転者及び同乗者のヘルメット着用状況を警察職員が調査

調査場所別ヘルメット着用率

3.8

15.0 

4.4

11.7 

0

2

4

6

8

10

12

14

16

ヘルメット着用率
(%) (%)

調査場所①
調査場所②

調査場所①

調査場所②

R5.2-3月
13都府県

R5.7月

全国

5


